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１．研究目的･内容

ベイジアンネットワークと伝統的な要因分析手法の融合による新たな感性抽出モデルを構築

し，社会人基礎力診断ソフトの開発を試みる．具体的には，チョイスゲームを用いて，従来の教

育マニュアルに記載されていない「とっさの判断」要因を抽出し，数量化が難しい暗黙知を表出

するとともに，個人ごとに意思決定力と行動力の指標を示すことが可能な社会人基礎力診断ソフ

トへ展開することで，大学組織全体の学生指導における質の向上と生産性向上を目指す．

２．研究経過及び成果

(1) チョイスゲームに関する研究

 従来の日本企業は，企業研修の在り方として教育マニュアルに従って人材教育を行っており，

マニュアルに記載されていない「とっさの判断」への対応が困難であったが，チョイスゲームは

その能力も同時に身につけることが可能である．本研究では，企業経営運営プロセスで現実に起

こりそうな事象を想定した設問形式（YES・NO）の研修教材「チョイスゲーム」を活用して職

種疑似体験を行い，多様な意見交換やグループ討議を行う「楽しい授業」を通して，望ましい勤

労観や職業観を身につけるための動機づけについて研究するとともに，学部横断の横展開を目的

とするパッケージ化に向けた講義ノートの標準化作業を進めている．

(2) 統計的手法による定量的評価の研究

チョイスゲームによる社会人基礎力の向上を測定するために，経済産業省社会人基礎力レベル

評価基準表における各社会人基礎力要素の「発揮できた例」から 2 項目を選択し，一部表現を修

正して計 24 項目の質問票を作成した．これを毎年度，工学部総合科目「職業の理解」受講者に適

用し，チョイスゲーム実施前後で質問票に回答してもらい，回答漏れなどの不備項目のない受講

者の回答結果から，社会人基礎力の向上度を統計的手法により定量的に評価する方法を提案し，

どの特性に効果が出たのかを明示している．なお評価のための分析ソフトは既に開発済みである

（下図参照）．これらを全学部の職業教育コア授業になるプログラムとして展開できれば，学部の

垣根を超えた良きベンチマーク指標として期待できる．

(3) ベイジアンネットワークによる診断支援システムの研究

AI 時代を支える注目すべき確率的推論手法であるベイジアンネットワークと伝統的な要因分

析手法の融合による新たな社会人基礎力向上プロセスモデルを構築し，社会人基礎力向上診断支

援ソフトの開発を試みる．現在，機械学習を用いて構築ネットワークの学生と社会人の分類器に

おける適合度を評価することにより，社会人基礎力分類モデルのプロトタイプを構築済みである．



３．本研究と関連した今後の研究計画

(1) 短期的な研究展望

・現在の検証結果は，アンケート数が小規模であり，説得力ある結果とは言い難い．今後，チョ

イスゲームのパッケージ化により，更に多数の被験者に実施し，継続的に学生及び社会人のア

ンケート収集を行う必要がある．

・また「チョイスゲームを行うことによる体験者の態度変化がみたい」という目標を形にするた

め，体験者の普段（日常生活，業務上）の行動特性など心理的要素を加えたアンケート項目の

追加修正を図りたい．

(2) 長期的な研究展望

・ゲームの前に事前知識とキャリアデザインによる自分の将来を計画し考えさせる動機付けを与

えるケースとそうでないケースとの比較．

・時系列に１年次からのキャリアプランに社会人基礎力の目標項目を記載させ，面談（提出）の

都度，自分の伸びを確認させることで，向上度を図る．

・グループ内で自分の評価と他人からの評価を照らし合わせて自分の評価のズレを確認させる．

・生体情報（脳波・心拍・血圧など）との連携も試みる．
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